
電子申告参照資料̲軽油引取税̲処理フロー【利用者用】 申告事前準備（納税者）

ウ-①．電子申告事前準備手順（納税者）

軽油引取税については、納付申告書、納入申告書、報告書・届出の様式の種類によって作成手順が異なる。
①納付申告書(その他各種届出等)、②納入申告書、③16号37様式～40様式、④16号41様式別表1～12様式それぞれについて
①はPCdeskNext(Web)で直接入力し、作成が可能、②③④は作成支援ツールを使用しCSVファイルの作成が必要。
以下に、①∼④共通の事前準備と、②③④の作成支援ツールを用いた申告書等ＣＳＶファイルの作成を紹介する。

共通事前準備
１．インターネットから電子申告ページ（PCdeskNext)に接続。

  利用届出登録時に発行された利用者ＩＤ及びその際に自ら登録したパスワードを入力して、ログインボタンを押す。

 

利用届出時に利用者に示された利用
者ＩＤ及び自身が登録したパスワー
ドでログインする。
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２．利用規約確認、同意画面が表示されるので「同意する」を押す。

３．トップメニューが表示されたら、利用届で作成の際に登録した提出先情報の「詳細」をクリック。

【中略】

３．トップメニューが表示されたら、右上の利用者情報をクリック。
 最下部のＣＳＶダウンロードから、利用者情報ＣＳＶをダウンロードしておく。

【中略】

【中略】
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4．「提出先情報の変更」をクリック

4．「提出先情報の変更」をクリック
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5.利用届で作成時に登録していない情報を登録する(事業者コード、事業者区分等)登録後「確認へ進む」をクリック
※事業者区分については後述する作成支援ツールの利用者情報取込作業で必要な情報となるので登録は必須
事業者コードは登録しなくても申告書等の作成は可能だが、登録しておけば申告等作成時に自動で事業者コード記載欄に入力される。
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6.変更内容を確認し、「変更する」をクリック

【中略】
【中略】
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7. 再度利用者情報画面に移動し、下部の「CSVダウンロード」クリックし利用者情報のCSVファイルを取得する。

②③④作成支援ツールでのデータ作成
1.②納入申告書、③16号37様式～40様式、④16号41様式別表1～12様式についてそれぞれ別の作成支援ツールが用意されている。

作成方法はやフォーマットは基本的には同じなので納入申告書作成方法を紹介する

2．申告書作成支援ツール（エクセルファイル）を開く。
  申告書作成支援ツールはeLTAXページからダウンロード可能。

３．利用者情報取込から、上記で保存しておいた利用者情報ＣＳＶを取り込む。
（これにより、利用届出提出済の都道府県、市町宛ての申告が入力できるようになる。）

（これにより、利用届出提出済の都道府県、市町宛ての申告が入力できるようになる。）

16号41様式別表

16号37～40様式別表

16号様式(納入申告書)
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  ４．「４．提出先選択」で提出先の課税事務所を選択。（下記例は静岡県沼津財務事務所）
   「５．申告種別」を選択の上、都道府県シート作成を押すと、16号様式等関連の様式のシートが生成される。

都道府県への提出様式のシートが作成される
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６．全てのシートを入力し終えたら、データチェックを押すと、表間整合、縦計、横計等各種チェックが走り、
 問題があれば、生成されたエラーシートに具体的な問題箇所及び問題点がリストとして表示される。
 クリアした上で、CSVファイル出力を押すと、申告データＣＳＶファイルが生成される。
（データチェックを飛ばして、いきなりＣＳＶファイル出力を押しても、チェックは走るので不備があれば、ＣＳＶは作れない。）

    以上で事前準備は完了。

チェックを全て通過できれば、ファイル保存ダ
イアログが表示されるので、自分のＰＣの任意の
場所に任意の名前で保存しておく。。

静岡軽油 申告データ
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